
 
１．経過措置を算出する計算式から、ベースアップ増加分を除外すること。 
 

２．経過措置の算定対象に含まれる乗務員手当において、道路工事や自然災害等の影響によ

り運休している線区（陸羽西線・陸羽東線・米坂線）については、運休する以前の額を用

いること。 
 

３．経過措置の算定対象に、深夜早朝手当および夜間看護手当を追加すること。 
 

４．経過措置について、５年経過後においても、定められた金額を下回る場合は継続して措

置すること。 

 
１．カフェテリア・プランをさらに充実するため、カフェテリアポイントを 500ポイントと

すること。 
 

２．宿泊予約のキャンセル料に対して、カフェテリアポイントでの補助を可能とすること。 
 

３．福利厚生の見直しについて、全組合員が活用できるように各職場において説明会を実施

すること。 

 
１．組合員が納得感の持てる制度改正とするため、労使議論を十分に行うこと。また、労使

議論を成熟させる努力を惜しまず行うこと。 
 

２．業務管理規程を含めた規程類の変更点が多く発生することから、実務者を集めた教育・

研修を実施日までに開催すること。 

 
１．企業型確定拠出年金への移換額の移行係数について見直すこと。 
 

２．企業型確定拠出年金の毎月の拠出金については、等級による拠出金の格差を是正し、勤

続年数を反映した拠出金とすること。 
 

３．退職手当の廃止に伴い、早期退職者に対しては、特別加算金制度に準じて支給すること。 
 

４．企業型確定拠出年金については、不明点が多く、運用方法やリスク管理に関する教育・

サポート体制の観点から説明会を毎年開催すること。 
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